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工
作
・
試
験
セ
ン
タ
ー
に

新
た
な
工
作
機
械
「
マ
シ
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
シ
ス
テ
ム
」
が

導
入
さ
れ
た
。
学
生
の
「
つ

く
り
た
い
」
と
い
う
気
持
ち

を
支
え
る
設
備
が
充
実
し
、

自
由
に
も
の
づ
く
り
に
取
り

組
む
環
境
が
整
っ
た
。

　
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
シ
ス

テ
ム
と
は
、
自
動
工
具
交
換

機
能
を
備
え
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
制
御
に
よ
っ
て
、
目
的

に
合
わ
せ
て
金
属
な
ど
の
切

削
、
穴
開
け
と
い
っ
た
多
種

類
の
加
工
を
１
台
で
行
え
る

工
作
機
械
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
で
設
計
し
た
三
次
元
モ
デ

ル
な
ど
の
複
雑
な
立
体
形
状

　
任
期
満
了
に
伴
う
石
巻
専

修
大
学
の
学
長
改
選
が
行
わ

れ
、
２
月
27
日
の
理
事
会
で

尾
池
守
理
工
学
部
教
授
を
学

長
に
選
任
（
再
任
）
し
た
。

尾
池
学
長
は
２
期
目
。

　
任
期
は
２
０
１
９
年
４
月

１
日
か
ら
22
年
３
月
31
日
ま

で
の
３
年
間
。
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尾
池
学
長 

再
任

希望を胸に 夢に一歩

　
学
部
長
、
研
究
科
長
の
改

選
が
行
わ
れ
、
理
工
学
部
長

に
佐
々
木
洋
教
授
が
、
大
学

院
の
理
工
学
研
究
科
長
に
中

込
真
二
教
授
が
、
経
営
学
研

究
科
長
に
丸
岡
泰
教
授
が
就

任
し
た
。

　
４
月
１
日
付
で
任
期
は
２

年
。
３
人
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

は
次
の
通
り
。（
敬
称
略
）

【
理
工
学
部
長
】

　
佐
々
木
洋
（
さ
さ
き
・
ひ

ろ
し
）　
農
学
博
士
。
東
北

大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
博

士
課
程
修
了
。
１
９
９
８
年

石
巻
専
修
大
学
理
工
学
部
教

授
。
生
物
科
学
科
。
主
な
担

当
は
「
海
洋
学
」。

【
理
工
学
研
究
科
長
】

　
中
込
真
二
（
な
か
ご
み
・

し
ん
じ
）
　
工
学
博
士
。
東

北
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科

博
士
課
程
修
了
。
２
０
０
２

年
石
巻
専
修
大
学
理
工
学
部

教
授
。
情
報
電
子
工
学
科
。

主
な
担
当
は「
電
子
回
路
」。

【
経
営
学
研
究
科
長
】

　
丸
岡
泰
（
ま
る
お
か
・
や

す
し
）　
博
士
（
国
際
関
係

論
）
。
上
智
大
学
大
学
院
外

国
語
学
研
究
科
単
位
取
得
退

学
。
２
０
１
２
年
石
巻
専
修

大
学
経
営
学
部
教
授
。
経
営

学
科
。
主
な
担
当
科
目
は

「
観
光
開
発
論
」。

１
学
部
長
、２
研
究
科
長
が
新
任

　
尾
池
守
学
長
は
式
辞
で

「
皆
さ
ん
に
は
夢
や
目
標
を

持
っ
て
ほ
し
い
。
５
年
後
、

10
年
後
、
そ
の
夢
に
一
歩
で

も
近
づ
く
た
め
に
は
、
今
、

何
を
す
る
べ
き
か
を
考
え
な

が
ら
、
目
的
を
持
っ
て
４
年

間
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
」
と

新
入
生
を
激
励
し
た
。
ま

た
、
他
学
科
の
科
目
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
学
科
間
ジ
ョ

イ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
地

元
・
石
巻
市
と
の
連
携
活
動

な
ど
を
紹
介
し
「
多
様
な
学

び
が
用
意
さ
れ
て
い
る
の

で
、
大
い
に

大
学
生
活
を

楽
し
ん
で
ほ

し
い
」
と
話

し
た
。

　
日
髙
義
博

理
事
長
、
亀

山
紘
石
巻
市

長
の
祝
辞
に

続
き
、
新
入

生
を
代
表
し

て
２
人
が
誓

い
の
言
葉
を

述
べ
た
。

　
佐
川
陽
祐

さ
ん
（
大
学

院
理
工
学
研

前
期
授
業

ス
タ
ー
ト

　
前
期
授
業
が
４
月
８
日
に

ス
タ
ー
ト
し
、
学
生
た
ち
は

そ
れ
ぞ
れ
の
夢
や
目
標
に
向

か
っ
て
動
き
出
し
た
。

　
新
入
生
た
ち
は
緊
張
し
た

面
持
ち
で
大
学
で
の
初
講
義

に
出
席
し
た
。
古
田
晴
紀
さ

ん
（
経
営
１
・
新
潟
県
北
越

新
専
任
教
員

 

４
月
１
日
付
※
敬
称
略

◆
経
営
学
部

渡わ
た
な
べ邊

　
壽と

し

大ひ
ろ

助
教
「
基
礎
統
計
学
」「
地

域
産
業
論
」

究
科
生
命
科
学
専
攻
）
は

「
学
校
現
場
に
お
け
る
理
科

教
育
の
発
展
に
つ
な
が
る
よ

う
な
研
究
を
し
た
い
。
時
代

の
変
わ
り
目
、
節
目
の
年
に

入
学
し
た
者
と
し
て
、
未
来

を
見
据
え
、
社
会
に
貢
献
で

き
る
人
間
に
な
れ
る
よ
う
に

精
進
し
て
い
く
」
と
決
意
を

述
べ
た
。

　
熊
谷
美
月
さ
ん
（
人
間
・

宮
城
県
石
巻
西
高
）
は
「
こ

れ
か
ら
始
ま
る
学
生
生
活
に

夢
や
希
望
を
抱
き
、
期
待
に

胸
を
躍
ら
せ
て
い
ま
す
。
石

巻
専
修
大
学
の
一
員
と
し

て
、
一
歩
ず
つ
成
長
で
き
る

よ
う
に
、
ひ
た
む
き
に
努
力

し
続
け
ま
す
」
と
力
強
く
宣

誓
し
た
。

　
式
終
了
後
に
は
、
新
入
生

ガ
イ
ダ
ン
ス
や
学
生
・
保
護

者
懇
談
会
な
ど
が
行
わ
れ

た
。

　
ま
た
、
先
輩
た
ち
に
よ
る

サ
ー
ク
ル
団
体
の
勧
誘
も
あ

り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
に
ぎ

や
か
な
声
が
響
い
た
。

い
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
話
を
聞

き
、
簿
記
に
興
味
を
持
っ

た
。
簿
記
を
は
じ
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
資
格
取
得
に
挑
戦
し

た
い
」
と
話
す
。
公
認
会
計

士
が
目
標
と
言
う
相
澤
尚な

お

潤ひ
ろ

さ
ん
（
経
営
１
・
宮
城
県
古

川
学
園
高
）
は
「
勉
強
面
で

し
っ
か
り
と
努
力
し
な
が

ら
、
大
学
生
活
を
楽
し
み
た

い
」
と
期
待
を
語
る
。

　
上
級
生
も
新
た
な
意
気
込

み
で
新
年
度
を
迎
え
た
。
後

藤
純
矢
さ
ん
（
経
営
３
・
宮

城
県
石
巻
北
高
）
は
「
卒
業

後
は
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

や
観
光
分
野
に
貢
献
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め

に
も
授
業
だ
け
で
な
く
、
今

年
度
は
観
光
に
関
す
る
資
格

の
取
得
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
へ
の
参
加
な
ど
課
外
活
動

に
力
を
入
れ
た
い
」。

　
目
黒
裕
梨
さ
ん
（
人
間
４

・
宮
城
県
仙
台
育
英
学
園

高
）
は
「
公
認
心
理
師
の
資

格
取
得
を
目
指
し
て
い
る
。

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
幅
広

い
フ
ィ
ー
ル
ド
で
活
躍
で
き

る
よ
う
に
、
心
理
学
の
専
門

的
な
知
識
を
身
に
つ
け
た

い
」
と
語
っ
た
。

の
加
工
を
自
動
で
行
う
こ
と

が
で
き
る
。
金
型
や
自
動
車

部
品
の
製
造
な
ど
と
い
っ
た

も
の
づ
く
り
の
現
場
で
広
く

用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
今
回
導
入
さ
れ
た
の
は
ハ

ー
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

社
（
米
国
）
製
の
Ｖ
Ｆ
｜
２

Ｓ
Ｓ
。
高
橋
智
理
工
学
部
准

教
授
は
「
製
造
業
に
お
い
て

マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
シ
ス
テ

ム
の
需
要
は
高
ま
っ
て
い
る

が
、
装
置
を
扱
え
る
技
術
者

は
不
足
し
て
い
る
。
大
学
で

操
作
方
法
を
学
び
、
Ｃ
Ａ
Ｍ

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
支
援
製

造
）
を
活
用
し
た
も
の
づ
く

り
を
経
験
す
る
こ
と
は
、
就

職
活
動
で
学
生
の
強
み
に
な

る
」
と
メ
リ
ッ
ト
を
挙
げ
る
。

３
年
次
の「
Ｃ
Ａ
Ｍ
工
学
」と

い
っ
た
機
械
工
学
科
の
講
義

の
ほ
か
、
卒
業
研
究
で
実
験

や
製
作
に
活
用
す
る
。

　
高
橋
准
教
授
は
「
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
結
果
や
、

学
生
の
柔
軟
な

ア
イ
デ
ア
を
基

に
し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
機
械
部

品
を
作
り
出
す

こ
と
も
可
能
と

な
る
。
短
時
間

で
効
率
的
に
加

工
を
行
え
る
た

め
、
何
度
で
も

設

計

を

修

正

し
、
完
成
を
目

指
す
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
ト

ラ
イ
＆
エ
ラ
ー

が
学
生
の
成
長

に
つ
な
が
り
、

も
の
づ
く
り
の

面
白
さ
を
学
べ

る
」
と
意
義
を

語
っ
た
。

高
）
は
「
講
義
を
通
し
て
確

か
な
知
識
を
身
に
つ
け
た

マシニングセンタシステム

工作・試験センターに導入

ものづくりの環境整備

佐々木　洋

丸岡　泰

中込　真二

　
暖
か
な
春
の
日
差
し
に
恵
ま
れ
た
４
月
４
日
、
２
０
１
９
年
度
の
石
巻
専
修
大
学

入
学
式
が
、
本
学
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。
今
年
度
の
入
学
生
は
、
理
工
学
部
１
３
７

人
、
経
営
学
部
１
４
８
人
、
人
間
学
部
77
人
、
大
学
院
生
３
人
の
計
３
６
５
人
。
平

成
最
後
の
新
入
生
た
ち
は
晴
れ
や
か
な
表
情
で
式
に
臨
み
、
希
望
を
胸
に
大
学
生
活

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

「企業会計」（田村真介准教授）の初回講義

「一歩ずつ成長していく」と

宣誓の言葉を述べた熊谷さん

歌
詞
カ
ー
ド
を
手
に
初
め
て
校
歌
を

歌
う
新
入
生
た
ち

３
６
５
人
が
大
学
生
活
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
平
成
最
後
の
入
学
式

2019年度入学式

ものづくりを支援する新たな工作機械（2019年導入）

「マシニングセンタシステム」製作工程

④完成

②３Ｄモデルを基にした加工データ

③マシニングセンタシステムによる切削

・コンピューター制御によって、複雑な切削加工を自動的に行える

・コンピューターで設計した三次元データから、短期間で製作が可能

特徴

①コンピューターによる３Ｄモデルの設計

データ送信


